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論 文 内 容 の 要 旨
スペルタ ･ コムギの染色体 5A の長腕に座位するスペルタ遺伝子 qlは, ブルガ- レ ･ コムギの 1品種
(Chinese spring) の遺伝的背景では qlが 4個まで増加しても穂は常にスペル tlイ ド型で穂の外形には
ほとんど影響がみられない｡ 5A の長腕の isochrom osom e を併用して, ql を 5 個まで増加させると穂は
Chinese spring と同程度の巨頭型となり, 6個ではさらに密穂になりサブコンパクトイ ド型 に似 て く
る｡ 他方 qlの対立遺伝子 Q l(ブルガーレ遺伝子) は同じ遺伝的背景で 2Q lの時に巨頭型穂を示し, Q lが
1個または全然存在 しない時にはスペル tlイ ド型となるO これらの結果から qlは Q l と同様に穂型を支
配するが, Q 1- 2.5qlで示されるように qlの作用カは Q lに比して著 しく弱い｡ さらに qlはスペルタない
しスペル トイ ド形質の表現に対 しむしろその遺伝子座の欠失している場合よりも作用力が弱 く, 遺伝的背
景の種類によってスペル tlイ ドまたはスペルタを表現する. 以上の結果からスペルタ ･ コムギはブJL,ガ-
レ ･ コムギからスペル トイ ド突然変異として生じたものではなく, むしろ Q lは qlより生 じたものと考え
られる｡
5A とその同祖染色体である5B および 5D の置換系統や種々の異数体の分析結果から, それぞれの染色
体の長腕上には qlの重複遺伝子 q2 および q3が存在して, 同様にブルガ- レ型穂の発現に関与 して い
る｡ しかし同一染色体上に穂を疎にする遺伝子が存在し, q 遺伝子系に対して抑制的に作用 している｡ q
遺伝子系の数量が高い場合にはその抑制作用はあらわれないが, 低い場合には染色体の異数的増減による>
表現型の変異に, q 遺伝子系の増減によるよりも大きな影響を与える｡
q2 および q3 の存在を考慮すれば, Chinese spring におけるブルガーレ型の穂型の遺伝子型は Q l-Q l
q2 q2 q3 q3 または ql qlql ql ql q2 q2 q3 q3 であり, スペルイ ド型穂からブルガ- レ型穂への転 換 点 は
8.5q あたりにある｡
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スペルタ型穂を支配するスペ/レク遺伝子 (ql) とその対立遺伝子 Ql (ブルガ- レ遺伝子) の形質発現に
対する量的効果を同じ遺伝的背景 (C hinese spring) において詳細に比較研究した｡ すなわち qlは 1 -
4個存在する時にはその表現型は常にスペル tlイ ド型穂であるが, 5個になると対立遺伝子 Q 1 2 個と同
様の巨頭型穂を表現するようになる｡ したがって Q lと qlの形質発現力には 5ql- 2Q l という関係が成立
する｡ この関係を保って qlと Q lがさらに増加するとそれぞれ同型の太短い穂を生ずるようになる｡
つぎに qlが座位する染色体 5A の同視染色体 (5B ,5D ) 上には qlとほぼ同じ作用を有する重複遺伝子
が存在する｡ なお, これらの染色体上には q 遺伝子系とは反対の方向に作用する遺伝子が存在し, q 遺伝
子系遺伝子が少数存在する暗にのみその作用が現われる｡
以上のように本研究は普通系コムギの同視染色体による染色体置換法などを巧みに応用して倍数体の遺
伝子分析法に- 新分野を開拓したものであって, 学術上に貢献するところがはなはだ大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
･- 707 --一
